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は
じ
め
に

鉄
道
先
導
型
の
沿
線
開
発
Ｔ
Ｏ
Ｄ 

（T
ransit O

riented D
evelopm

ent

）
の

重
要
性
が
欧
米
で
広
く
認
識
さ
れ
た
の
は
１

９
９
０
年
代
で
あ
る
。
日
本
で
は
以
下
に
述

べ
る
よ
う
に
明
治
・
大
正
時
代
か
ら
民
鉄
の

経
営
戦
略
と
し
て
鉄
道
中
心
の
ま
ち
づ
く
り

が
定
着
し
て
い
た
。
し
か
し
、
人
口
減
少
期

を
迎
え
た
今
、
鉄
道
の
経
営
と
沿
線
の
ま
ち

づ
く
り
に
対
す
る
新
た
な
発
想
が
求
め
ら
れ

て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
本
論
で
は
東

京
圏
の
人
口
動
向
を
踏
ま
え
た
新
展
開
に
つ

い
て
考
え
た
い
。

１
．
日
本
の
沿
線
開
発
の
始
ま
り

小
林
一
三
が
１
９
１
０
（
明
治
43
）
年
に

箕
面
有
馬
電
気
軌
道
株
式
会
社
（
阪
急
電
鉄

の
前
身
）
の
梅
田
・
宝
塚
間
と
箕
面
・
石
橋

間
を
開
業
す
る
と
同
時
に
池
田
室
町
住
宅
の

分
譲
を
始
め
た
の
が
、
民
鉄
業
界
に
よ
る
不

動
産
ビ
ジ
ネ
ス
の
幕
開
け
で
あ
っ
た
。
同
年

に
、
箕
面
動
物
園
を
開
園
し
、
１
９
１
３

（
大
正
２
）
年
に
は
宝
塚
唱
歌
隊
（
後
の
宝

塚
歌
劇
団
）
を
発
足
さ
せ
て
い
る
。
１
９
２

０
（
大
正
９
）
年
に
は
梅
田
駅
の
阪
急
ビ
ル

が
竣
工
し
、
東
京
の
老
舗
百
貨
店
白
木
屋
に

賃
貸
さ
れ
た
。
こ
れ
が
タ
ー
ミ
ナ
ル
デ
パ
ー

ト
の
始
ま
り
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
旅
客
を

増
や
す
た
め
で
あ
り
、
ま
た
ピ
ー
ク
時
の
逆

方
向
、
オ
フ
ピ
ー
ク
時
と
休
日
の
旅
客
を
増

や
す
方
策
で
も
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
沿
線

開
発
が
沿
線
の
魅
力
を
増
や
し
、
か
つ
鉄
道

以
外
の
収
益
源
と
も
な
っ
た
。
ま
さ
に
、
わ

が
国
の
都
市
鉄
道
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
と
し

て
、
東
京
の
鉄
道
に
も
大
き
な
影
響
を
も
た

ら
し
た
の
で
あ
る
。

都
心
で
の
Ｔ
Ｏ
Ｄ
の
典
型
例
で
あ
る
丸
の

内
開
発
に
つ
い
て
は
、
三
菱
一
号
館
の
竣
工

が
１
８
９
４
（
明
治
27
）
年
で
あ
る
も
の

の
、
１
９
１
４
（
大
正
3
）
年
の
東
京
駅
開

業
の
後
に
オ
フ
ィ
ス
街
と
し
て
集
積
し
て

い
っ
た
の
で
あ
る
。

イ
ギ
リ
ス
の
田
園
都
市
を
モ
デ
ル
と
し
た

郊
外
住
宅
開
発
も
鉄
道
と
セ
ッ
ト
で
あ
っ

た
。
大
阪
で
は
、
１
９
２
１
（
大
正
10
）
年

の
千
里
山
住
宅
開
発
分
譲
開
始
と
北
大
阪
鉄

道
（
現
阪
急
）
の
千
里
（
支
）
線
開
業
で
あ

る
。
東
京
で
は
、
田
園
都
市
株
式
会
社
（
現

東
急
）
の
洗
足
田
園
都
市
分
譲
開
始
と
目
黒

線
開
業
が
１
９
２
２
、
23
（
大
正
11
、
12
）

年
で
あ
り
、
続
い
て
田
園
調
布
（
調
布
田
園

都
市
）
の
開
発
が
始
ま
っ
て
い
る
。

ち
な
み
に
、
自
動
車
の
本
格
的
大
量
生
産

の
始
ま
り
と
い
わ
れ
る
Ｔ
形
フ
ォ
ー
ド
の
販

売
開
始
は
１
９
０
８
（
明
治
41
）
年
で
あ

り
、
１
９
１
３
（
大
正
２
）
年
の
日
本
の
自

家
用
乗
用
車
保
有
台
数
は
１
５
０
台
程
度
の

時
代
で
あ
る
。
欧
米
の
よ
う
に
馬
車
交
通
が

普
及
し
な
か
っ
た
日
本
で
は
、
モ
ー
タ
リ

ゼ
ー
シ
ョ
ン
前
に
鉄
道
中
心
の
ま
ち
づ
く
り

が
な
さ
れ
る
必
然
性
が
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

さ
ら
に
、
高
度
経
済
成
長
期
の
初
め
、
ま

だ
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
が
進
展
し
て
い
な

い
時
代
か
ら
大
都
市
へ
の
人
口
集
中
が
始
ま

り
、
住
宅
供
給
は
鉄
道
沿
線
に
展
開
さ
れ
、

地
価
の
安
い
鉄
道
不
便
地
域
で
の
住
宅
開
発

明治末期より営々と進められてきた民営鉄道によるまちづくり。
未来に向け、沿線のまちをどのように育て、鉄道を維持していくか。
鉄道整備と沿線開発の課題について考察する。
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が
進
む
と
、
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
と
鉄
道
の
セ
ッ

ト
開
発
の
時
代
に
入
る
の
で
あ
る
。
先
鞭
を

つ
け
た
の
は
、
関
西
で
は
大
阪
府
の
千
里

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
と
千
里
山
線
延
伸
（
１
９
６

２
〈
昭
和
37
〉
年
）、
北
大
阪
急
行
（
１
９

７
０
〈
昭
和
45
〉
年
）、
お
よ
び
泉
北

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
と
泉
北
高
速
鉄
道
（
１
９
７

１
〈
昭
和
46
〉
年
）
で
あ
り
、
首
都
圏
で
は

多
摩
田
園
都
市
と
東
急
田
園
都
市
線
（
１
９

６
６
〈
昭
和
41
〉
年
）
で
あ
っ
た
。
北
大
阪

急
行
と
泉
北
高
速
鉄
道
は
大
阪
府
出
資
の
第

三
セ
ク
タ
ー
に
よ
る
整
備
で
あ
る
が
、
経
営

上
の
負
担
が
大
き
く
、
新
た
な
ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
鉄
道
の
整
備
を
進
め
る
た
め
、
ニ
ュ
ー
タ

ウ
ン
鉄
道
等
整
備
補
助
制
度
が
設
け
ら
れ
た

（
１
９
７
３
〈
昭
和
48
〉
年
）。
多
摩
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
へ
の
小
田
急
線
と
京
王
線
の
乗
り
入

れ
（
１
９
７
４
〈
昭
和
49
〉
年
）
が
最
初
の

対
象
路
線
で
あ
る
。
そ
の
後
も
、
千
葉

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
、
横
浜
の
港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
、
神
戸
の
西
神
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
補
助
制
度
を
使
っ
て
鉄
道
整
備
が

進
め
ら
れ
て
き
た
。

２
．
東
京
圏
の
人
口
動
向
と
そ
れ
へ
の
対
応

東
京
圏
の
次
の
三
つ
の
人
口
現
象
に
つ
い

て
、
よ
り
正
確
な
理
解
が
必
要
で
あ
る
。

第
１
は
東
京
都
の
人
口
が
今
後
減
少
す
る

と
い
う
誤
解
で
あ
る
。
５
年
に
一
度
の
国
勢

調
査
ご
と
に
な
さ
れ
る
政
府
に
よ
る
将
来
人

口
推
計
で
、
２
０
１
０
年
ま
で
の
予
測
結
果

は
こ
と
ご
と
く
過
小
予
測
で
あ
っ
た
。
２
０

１
５
年
の
国
調
結
果
に
よ
る
予
測
で
よ
う
や

く
、
２
０
４
７
年
ま
で
現
状
以
上
の
人
口
が

維
持
さ
れ
る
と
い
う
結
果
が
示
さ
れ
た
の
で

あ
る
（
図

－

1
）。
従
っ
て
、
今
後
も
深
刻

化
が
進
む
鉄
道
の
混
雑
問
題
へ
の
対
応
が
急

務
な
の
で
あ
る
。

第
２
は
東
京
へ
の
一
極
集
中
で
、
全
国
か

ら
す
べ
て
の
年
齢
層
の
人
口
を
集
め
て
い
る

と
い
う
誤
解
で
あ
る
。
東
京
へ
の
人
口
集
中

は
そ
の
大
部
分
が
大
学
進
学
時
と
就
職
時
、

す
な
わ
ち
15
～
19
歳
、
20
～
24
歳
、
25
～
29

歳
で
あ
り
、
他
の
世
代
は
近
畿
圏
な
ど
を
除

い
て
多
く
は
東
京
か
ら
流
出
す
る
傾
向
に
あ

る
（
図

－

2
）。
す
な
わ
ち
各
沿
線
は
こ
の

若
年
層
の
流
入
人
口
を
取
り
合
う
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。
地
方
か
ら
の
進
学
世
代
は
大

学
の
立
地
に
よ
り
居
住
地
を
決
め
る
が
、
就

職
後
や
結
婚
後
の
定
住
地
は
上
京
時
の
居
住

地
と
、
そ
の
後
感
じ
た
沿
線
の
魅
力
な
ど
に

よ
り
定
め
る
で
あ
ろ
う
。
沿
線
人
口
の
高
齢

化
は
鉄
道
需
要
や
沿
線
ビ
ジ
ネ
ス
に
影
響
す

る
た
め
、
若
年
世
代
の
獲
得
は
鉄
道
会
社
に

と
っ
て
重
要
で
あ
り
、
同
時
に
自
治
体
や
住

民
に
と
っ
て
も
地
域
活
性
化
の
鍵
と
な
る
の

で
あ
る
。

第
３
は
多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
や
団
地
の
限

界
集
落
化
論
で
あ
る
。
高
度
成
長
期
に
整
備

さ
れ
た
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
や
団
地
の
入
居
者
は

30
～
40
歳
代
が
多
か
っ
た
の
で
、
同
時
に
進

行
す
る
高
齢
化
や
空
き
家
の
増
加
は
深
刻
な

問
題
で
あ
る
に
違
い
な
い
。
そ
の
再
開
発
は

重
要
で
あ
る
が
、
よ
り
深
刻
な
問
題
は
、
沿

線
全
体
の
居
住
者
の
高
齢
化
と
家
族
経
営
の

商
店
経
営
者
の
高
齢
化
で
あ
り
、
そ
の
事
象

の
沿
線
格
差
問
題
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
沿
線
別
に
人
口
ピ
ラ
ミ
ッ
ド

の
時
系
列
推
移
を
み
る
と
そ
の
差
異
は
顕
著

で
あ
る
。
図

－

３
の
２
路
線
を
比
較
す
る

と
、
近
郊
（
山
手
線
か
ら
20
㎞
）
の
人
口
構

成
に
つ
い
て
は
若
年
層
と
高
齢
層
に
つ
い
て

差
が
あ
る
の
に
対
し
、
郊
外
（
20
㎞
以
遠
）

で
は
そ
の
差
は
小
さ
い
。
都
心
か
ら
西
側
の

■図-1 東京都の人口予測（国立社会保障・人口問題研究所）

15,000

14,000

13,000

12,000

11,000

10,000

9,000

単位：千人

１
９
９
０
年

１
９
９
５
年

２
０
０
０
年

２
０
０
５
年

２
０
１
０
年

２
０
１
５
年

２
０
２
０
年

２
０
２
５
年

２
０
３
０
年

２
０
３
５
年

２
０
４
０
年

２
０
４
５
年

実績実績
2018年

2013年

2007年

2002年
1992年

1997年

グラフ中の各年は全て推計実施年

2018年 6月時点：
13,831千人

■図-2 全国各地域から東京圏への純転入量  （2010 -15）
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■図-3 年齢別人口構成の沿線別差異
小田急線沿線
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路
線
で
は
若
い
世
代
の
人
口
流
入
が
比
較
的

多
い
の
に
対
し
、
東
側
や
北
側
の
路
線
で
は

よ
り
高
齢
化
が
進
行
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

図

－

4
は
転
入
量
と
転
出
量
の
差
の
沿
線

人
口
に
対
す
る
割
合
（
転
入
超
過
率
）
を
示

し
て
い
る
。
地
方
か
ら
の
転
入
が
都
心
、
西

側
、
東
側
・
北
側
の
順
で
多
い
こ
と
が
分
か

る
。
ま
た
他
路
線
か
ら
の
流
入
超
過
は
、
都

心
回
帰
に
よ
る
東
京
メ
ト
ロ
沿
線
を
除
く

と
、
東
武
東
上
線
・
伊
勢
崎
線
、
Ｊ
Ｒ
東
北

本
線
と
東
急
東
横
線
で
、
他
の
西
側
路
線
は

転
出
超
過
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
図

－

5
は
、
横
軸
に
地
方
か
ら
東

京
へ
の
人
口
流
入
の
大
半
を
占
め
る
進
学
・

就
職
世
代
の
転
入
超
過
数
を
、
縦
軸
に
は
20

歳
代
以
降
の
転
入
超
過
数
を
示
し
て
い
る
。

縦
軸
で
マ
イ
ナ
ス
は
地
方
や
他
路
線
へ
の
転

出
が
多
い
こ
と
を
意
味
し
て
お
り
、
右
下
へ

の
45
度
線
よ
り
上
に
あ
る
路
線
の
沿
線
で
は

地
方
出
身
者
が
定
着
し
て
い
る
と
解
釈
で
き

る
。
横
軸
の
数
値
に
縦
軸
の
数
値
を
加
減
す

れ
ば
、
各
沿
線
が
地
方
か
ら
受
け
入
れ
て
い

る
純
転
入
人
口
と
な
り
、
こ
れ
で
も
沿
線
格

差
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

も
う
一
つ
の
格
差
は
都
心
か
ら
の
距
離
圏

の
格
差
で
あ
る
。
そ
の
原
因
の
一
つ
は
バ
ブ

ル
経
済
崩
壊
後
の
地
価
の
下
落
に
よ
る
都
心

回
帰
で
あ
る
が
、
そ
れ
よ
り
も
注
目
す
べ
き

居
住
地
選
択
の
変
化
が
あ
る
。
高
度
経
済
成

長
期
に
は
通
勤
圏
が
60
分
圏
を
超
え
て
広

が
っ
た
が
、
近
年
で
は
共
働
き
世
帯
の
増
加

に
よ
っ
て
、
特
に
小
学
生
以
下
の
子
供
を
持

つ
世
帯
で
は
30
分
圏
へ
の
居
住
志
向
が
高

ま
っ
た
。
こ
の
圏
域
に
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
が

多
く
供
給
さ
れ
た
結
果
、
地
価
が
高
騰
し
、

若
い
世
代
が
買
え
な
い
ほ
ど
価
格
が
上
昇
し

た
。
最
近
で
は
、
郊
外
部
の
駅
に
近
い
物
件

や
、
都
心
か
ら
東
側
や
北
側
の
路
線
沿
線
へ

の
人
口
流
入
傾
向
が
始
ま
っ
て
い
る
。
２
０

１
５
年
以
降
の
埼
玉
県
の
人
口
増
加
に
そ
の

影
響
が
見
て
取
れ
る
。

沿
線
イ
メ
ー
ジ
の
高
い
田
園
都
市
線
で

も
、
２
０
１
０
年
か
ら
5
年
間
で
、
都
心
に

加
え
て
、
小
田
急
や
京
王
沿
線
へ
も
人
口
が

流
出
し
て
お
り
、
一
方
で
田
園
都
市
線
沿
線

に
楽
天
と
グ
ー
グ
ル
の
本
社
誘
致
に
成
功

し
、
そ
の
社
員
の
居
住
が
進
ん
で
い
る
。

以
上
の
諸
現
象
は
、
沿
線
間
競
争
の
多
様

化
と
、
沿
線
経
営
の
重
要
性
を
示
唆
し
て
い

る
と
い
え
よ
う
。

鉄
道
会
社
に
と
っ
て
、
高
齢
化
は
旅
客
需

要
の
み
な
ら
ず
、
沿
線
ビ
ジ
ネ
ス
に
も
影
響

す
る
た
め
そ
の
対
応
を
急
ぐ
必
要
が
あ
る
。

現
在
よ
り
人
口
が
多
い
期
間
は
今
後
、
東
京

都
で
30
年
以
上
、
東
京
圏
で
25
年
以
上
と
わ

れ
わ
れ
は
予
測
し
て
お
り
、
上
記
状
況
に
対

応
す
る
最
後
の
チ
ャ
ン
ス
と
理
解
す
べ
き
で

あ
ろ
う
。

３
．
鉄
道
整
備
と
沿
線
経
営
の
課
題

〈
1
〉
東
京
の
鉄
道
神
話
の
終
焉

東
京
圏
の
鉄
道
網
と
そ
の
サ
ー
ビ
ス
、
鉄

道
中
心
の
都
市
開
発
は
、
世
界
中
か
ら
高
い

評
価
を
受
け
て
き
た
。
し
か
し
、
連
日
の
遅

れ
、
混
雑
、
老
朽
化
等
に
よ
る
各
種
故
障
な

ど
そ
の
劣
化
は
著
し
く
、
世
界
に
誇
れ
る
レ

ベ
ル
で
は
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
東
京

の
都
市
鉄
道
網
は
概
成
し
た
と
い
う
認
識
、

人
口
が
減
少
す
る
か
ら
整
備
は
不
要
、
あ
る

い
は
不
可
能
と
い
う
認
識
が
定
着
し
て
し

ま
っ
た
。
東
京
の
人
口
予
測
の
誤
り
が
こ
の

誤
解
の
原
因
で
あ
っ
た
が
、
２
０
１
５
年
の

国
勢
調
査
を
受
け
て
よ
う
や
く
政
府
に
よ
る

人
口
予
測
が
見
直
さ
れ
、
今
後
人
口
増
加
は

続
き
、
２
０
５
０
年
頃
ま
で
東
京
都
の
人
口

は
現
在
以
上
で
あ
る
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

混
雑
は
さ
ら
に
深
刻
さ
を
増
す
の
に
対
し
て

ど
う
す
る
か
が
問
わ
れ
て
い
る
。

都
市
間
競
争
の
時
代
、
ア
ジ
ア
の
大
都
市

の
み
な
ら
ず
、
パ
リ
、
ロ
ン
ド
ン
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
な
ど
が
新
線
整
備
を
行
う
中
、
東
京

が
こ
の
よ
う
な
状
況
に
あ
っ
て
い
い
は
ず
が

な
い
。
混
雑
率
の
高
い
路
線
や
遅
延
の
頻
発

す
る
路
線
へ
の
対
応
、
臨
海
部
と
都
心
や
リ

ニ
ア
中
央
新
幹
線
の
品
川
駅
と
都
心
を
結
ぶ

地
下
鉄
整
備
、
老
朽
化
と
い
う
三
つ
の
課
題

へ
の
早
急
な
対
応
が
求
め
ら
れ
る
。
施
設
面

で
の
遅
延
対
策
と
し
て
新
線
建
設
、
複
線
化

や
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
と
な
っ
て
い
る
区
間
の
改

良
や
遅
れ
が
常
態
化
し
て
い
る
駅
の
プ
ラ
ッ

ト
ホ
ー
ム
の
増
設
、
折
り
返
し
設
備
の
増
設

な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。
乗
客
に
と
っ
て
の
容

量
不
足
の
深
刻
な
駅
も
多
く
見
ら
れ
対
応
が

課
題
と
な
っ
て
い
る
。

一
方
で
、
従
来
の
混
雑
対
策
を
超
え
て
、

か
つ
て
小
田
急
だ
け
だ
っ
た
着
席
通
勤
電
車

を
各
社
が
導
入
し
、
沿
線
イ
メ
ー
ジ
の
向
上

策
と
し
て
も
意
義
の
あ
る
着
席
電
車
を
ピ
ー

ク
時
に
何
本
入
れ
ら
れ
る
か
の
競
争
時
代
が

到
来
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
政
府
は
、
東
京
圏
で
の
住
宅

不
足
と
交
通
混
雑
と
い
う
社
会
的
課
題
に
対

応
し
て
、
国
鉄
や
地
下
鉄
、
民
鉄
に
対
し
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
を
先
導
し
、
市
街
地
や

イ
ン
フ
ラ
整
備
を
進
め
て
き
た
。
民
鉄
に

■図-4 沿線別の人口に対する転入超過率（2010→2015）
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と
っ
て
は
、
Ｐ※

線
補
助
、
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
鉄

道
等
補
助
制
度
や
第
３
セ
ク
タ
ー
補
助
、
相

互
直
通
、
運
賃
制
度
な
ど
の
鉄
道
政
策
と
と

も
に
、
区
画
整
理
事
業
、
都
市
再
開
発
事

業
、
連
続
立
体
交
差
事
業
な
ど
の
都
市
整
備

政
策
、
公
的
住
宅
整
備
や
住
宅
金
融
な
ど
の

住
宅
政
策
も
直
接
間
接
の
支
援
と
な
っ
た
。

経
済
成
長
率
が
低
下
し
、
鉄
道
会
社
の
投
資

意
欲
が
減
退
し
た
後
も
、
特
々
制
度
、
開
発

利
益
還
元
制
度
、
宅
鉄
法
、
利
便
増
進
法
等

さ
ま
ざ
ま
な
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
政
策
が
展
開

さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
近
年
、
鉄
道
予
算

は
地
方
部
の
新
幹
線
の
み
に
集
中
さ
れ
、
都

市
鉄
道
予
算
は
往
年
の
３
分
の
１
以
下
に
減

少
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
東
京
メ
ト

ロ
は
完
全
民
営
化
に
向
け
て
新
線
整
備
は
行

わ
せ
な
い
と
い
う
制
約
ま
で
課
さ
れ
て
い

る
。
東
京
の
鉄
道
会
社
の
収
益
性
ゆ
え
に
補

助
金
も
運
賃
改
定
も
不
必
要
だ
と
の
意
見
も

あ
る
が
、
必
要
な
投
資
額
は
収
益
に
比
し
て

あ
ま
り
に
巨
大
で
あ
り
、
し
か
も
海
外
の
株

主
比
率
が
高
い
中
で
株
価
に
影
響
す
る
投
資

を
躊
躇
す
る
民
鉄
に
対
し
、
新
た
な
イ
ン
セ

ン
テ
ィ
ブ
政
策
が
必
要
な
状
況
に
あ
る
。
中

国
や
ア
ジ
ア
の
台
頭
で
東
京
が
厳
し
い
国
際

競
争
時
代
を
迎
え
て
い
る
時
に
、
そ
の
混
雑

や
遅
延
、
老
朽
化
な
ど
東
京
の
弱
点
と
な
り

つ
つ
あ
る
都
市
鉄
道
に
対
す
る
新
た
な
政
策

展
開
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

〈
２
〉
沿
線
経
営
の
要
点

高
齢
化
に
対
し
て
世
代
ミ
ッ
ク
ス
型
人
口

構
成
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
第
１
は
、

既
に
多
く
の
鉄
道
会
社
が
自
治
体
と
協
力
し

て
実
施
し
て
い
る
若
年
層
の
誘
致
策
で
あ

る
。
自
治
体
に
よ
る
子
供
手
当
て
や
医
療
費

支
援
、
鉄
道
会
社
と
の
協
力
な
ど
に
よ
る
保

育
園
、
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
な
ど
子
育
て

世
代
へ
の
サ
ー
ビ
ス
、
各
世
代
の
顧
客
を
意

識
し
た
ま
ち
づ
く
り
や
商
業
施
設
の
展
開
、

有
名
校
の
誘
致
や
若
者
の
来
街
で
街
を
活
性

化
さ
せ
る
大
学
の
立
地
、
文
化
施
設
、
病

院
、
介
護
な
ど
高
齢
者
対
応
施
設
な
ど
な
ど

魅
力
的
な
生
活
環
境
づ
く
り
で
あ
る
。

第
２
に
、
沿
線
の
高
齢
化
へ
の
対
策
は
、

既
存
住
宅
の
住
み
替
え
の
促
進
策
で
あ
り
、

特
に
、
若
い
世
代
を
呼
び
込
む
有
効
な
方
策

は
再
開
発
に
よ
る
新
た
な
住
宅
供
給
で
あ

る
。
高
齢
者
の
都
心
、
駅
近
辺
な
ど
へ
の
利

便
性
を
求
め
て
の
転
居
と
高
齢
者
住
宅
へ
の

移
住
な
ど
へ
の
対
応
と
そ
れ
に
よ
り
生
じ
る

空
き
家
の
販
売
促
進
も
重
要
で
あ
る
。
団
地

の
再
開
発
は
特
に
重
要
で
あ
る
。
ま
た
商
店

街
に
つ
い
て
も
、
高
齢
経
営
者
の
廃
業
に
よ

る
シ
ャ
ッ
タ
ー
街
化
を
防
ぐ
た
め
に
、
店
舗

の
流
動
化
と
再
開
発
に
よ
る
新
た
な
商
店
等

の
誘
致
が
必
要
と
な
る
。
住
宅
地
も
商
業
地

も
若
返
り
の
た
め
に
は
、
ま
ち
に
イ
ン
パ
ク

ト
を
与
え
続
け
る
こ
と
が
必
要
な
の
で
あ
る
。

第
３
に
、
各
駅
周
辺
に
立
地
す
る
食
料
品

な
ど
の
日
用
品
に
対
応
す
る
サ
ー
ビ
ス
と
は

別
に
、
一
定
距
離
間
隔
の
駅
周
辺
で
の
拠
点

的
商
業
集
積
が
沿
線
の
魅
力
要
因
と
な
る
。

か
つ
て
は
山
手
線
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
デ
パ
ー
ト

が
そ
の
役
割
を
果
た
し
て
い
た
が
、
郊
外
の

拠
点
的
集
積
が
沿
線
の
魅
力
を
高
め
て
き
た

例
は
吉
祥
寺
、
二
子
玉
川
、
津
田
沼
な
ど
数

多
い
。
藤
沢
と
辻
堂
、
平
塚
の
最
近
の
動
向

も
興
味
深
い
事
例
で
あ
る
。
下
北
沢
、
自
由

が
丘
駅
周
辺
な
ど
個
性
豊
か
で
は
あ
る
が
拠

点
商
業
地
と
し
て
は
向
上
の
余
地
が
あ
る
ま

ち
、
町
田
や
高
田
馬
場
な
ど
商
業
集
積
は
あ

る
が
さ
ら
な
る
魅
力
向
上
が
期
待
で
き
る
ま

ち
、
駅
前
広
場
整
備
と
商
業
集
積
は
な
さ
れ

た
が
個
性
に
欠
け
る
ま
ち
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で

あ
る
。
土
曜
・
日
曜
の
商
圏
人
口
を
集
め
、

平
日
も
そ
れ
な
り
の
賑
わ
い
の
あ
る
沿
線
商

業
拠
点
に
魅
力
的
な
飲
食
店
も
集
積
し
て
通

勤
帰
り
の
客
の
途
中
下
車
も
多
い
駅
と
な
る

で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
戦
略
に
は
沿
線
の

人
々
が
ど
の
よ
う
な
行
動
を
し
て
い
る
か
を

把
握
し
分
析
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

第
４
に
、
道
路
や
広
場
空
間
、
建
築
物
、

街
路
樹
な
ど
の
景
観
形
成
が
重
要
で
あ
り
、

駅
と
周
辺
の
公
共
空
間
、
そ
し
て
建
物
、
商

店
な
ど
の
設
計
に
よ
り
、
駅
周
辺
の
個
性
と

魅
力
を
引
き
出
そ
う
と
す
る
努
力
の
差
異
が

顕
在
化
し
つ
つ
あ
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
な
い

で
あ
ろ
う
か
。

第
５
に
、
前
節
で
述
べ
た
鉄
道
施
設
の
整

備
は
空
間
的
制
約
か
ら
周
辺
開
発
と
あ
わ
せ

て
実
施
せ
ざ
る
を
得
な
い
場
合
が
多
く
、
そ

れ
に
あ
わ
せ
た
都
市
開
発
事
業
や
費
用
負
担

の
あ
り
方
に
も
工
夫
の
余
地
が
あ
ろ
う
。
虎

ノ
門
新
駅
の
事
業
ス
キ
ー
ム
は
そ
の
典
型
例

で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
事
業
は
多
様
で
あ
り
、
費
用
の

大
き
さ
、
資
本
回
収
期
間
の
長
さ
、
個
々
の

事
業
の
リ
ス
ク
な
ど
難
し
い
課
題
も
多
い

が
、
良
好
な
鉄
道
サ
ー
ビ
ス
と
沿
線
の
魅
力

が
相
ま
っ
て
鉄
道
会
社
と
沿
線
の
イ
メ
ー
ジ

ア
ッ
プ
に
つ
な
が
り
、
そ
れ
が
さ
ま
ざ
ま
な

事
業
展
開
に
有
利
に
働
く
こ
と
か
ら
、
長
期

的
視
点
で
の
意
義
を
重
視
し
て
、
早
急
な
取

り
組
み
を
期
待
し
た
い
。

お
わ
り
に

以
上
の
さ
ま
ざ
ま
な
状
況
下
で
、
鉄
道
経

営
者
に
と
っ
て
、
①
鉄
道
サ
ー
ビ
ス
の
改
善

と
、
②
鉄
道
以
外
の
事
業
展
開
に
加
え
、
③

沿
線
経
営
の
重
要
性
が
増
し
て
い
る
と
考
え

る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
従
来
か
ら
鉄
道
旅
客
の

獲
得
と
関
連
事
業
収
入
と
い
う
観
点
で
取
り

組
ま
れ
て
き
た
沿
線
経
営
で
あ
る
が
、
今
後

は
若
年
世
代
や
沿
線
企
業
の
獲
得
競
争
、
そ

の
た
め
の
沿
線
の
魅
力
向
上
が
よ
り
大
き
な

課
題
と
な
り
、
鉄
道
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
や
、

鉄
道
以
外
の
事
業
も
沿
線
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ

プ
の
手
段
と
し
て
よ
り
大
き
な
意
味
を
持
つ

の
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
日
本
の
沿
線
開
発
も
含
め
た
民
鉄

経
営
が
Ｔ
Ｏ
Ｄ
の
お
手
本
と
ア
ジ
ア
諸
国
で

評
価
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
鉄
道
会
社
に

と
っ
て
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
で
あ
り
、
ア
ジ

ア
で
の
事
業
展
開
は
新
た
な
挑
戦
意
識
を
持

つ
社
内
の
人
材
の
養
成
に
も
有
意
義
で
あ
る
。

最
後
に
、
本
稿
の
図
は
、
運
輸
総
合
研
究

所
で
実
施
し
て
い
る
〝
東
京
圏
の
都
市
鉄
道

に
関
す
る
研
究
〟
の
成
果
物
で
あ
り
、
知
見

の
多
く
は
そ
こ
で
の
議
論
で
得
た
も
の
で
あ

る
。
こ
の
調
査
研
究
を
支
え
て
い
た
だ
い
て

い
る
Ｊ
Ｒ
東
日
本
、
東
京
メ
ト
ロ
、
東
急
、

小
田
急
、
西
武
、
東
武
の
各
社
、
な
ら
び
に

研
究
に
参
加
い
た
だ
い
て
い
る
方
々
に
謝
意

を
表
し
た
い
。
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※民鉄が、日本鉄道建設公団の建設した鉄道施設を譲り受ける際に発生する利子に係る利子補給制度


